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１． はじめに 
複数の企業が出展する展示会や研究者が集ま
って研究発表し議論する学会や研究会などは，
普段は異なるコミュニティに属している人達が
集うイベントである．このようなイベントでは，
参加者同士の出会いから次の新しいコミュニテ
ィが誕生することも期待される． 
イベント参加者はお互いに面識や交流が無く
ても，ある程度関わりのある興味を持っている
可能性が高いため，実は誰かを介して繋がって
いた，ということがありうる[1]．このような人
のつながりを知ることは，参加者間の相互理解
およびコミュニケーションを促すうえで役立つ
と考えられる．そこで本研究では，イベント参
加者間の人のつながり（ソーシャルネットワー
ク）を抽出し，可視化するシステムの提案と構
築を行う． 

 
２． イベント参加者コミュニティからのソーシ
ャルネットワーク抽出 
イベント参加者の集まりは，普段は異なるコ
ミュニティに属しているが，全体として共通の
関心とゆるやかな社会的つながりを持ち，ある
特定のイベントに同時参加する，という関係を
持つ特殊なコミュニティであるといえる．この
ようなコミュニティのソーシャルネットワーク
を抽出するにあたり，(1)初期のネットワークは
ユーザの労力なしに獲得できるべきであること，
(2)ユーザはそのような初期ネットワークを自
らの手で修正できること，(3)実際のイベント空
間において作られる新しいソーシャルネットワ
ークに対応できること，が重要であると考える． 
一般にコミュニティウェアでは，ブートスト
ラップとなるデータがなければ初期におけるユ
ーザは利用メリットが少ない[2]．(1)の初期ネ
ットワークの自動抽出は初期ユーザ獲得にとっ
て有効である．しかし，そのようにして自動抽
出したソーシャルネットワークの精度は必ずし
も高いとは限らないため，(2)のユーザによって
修正できる点は重要である．また，既存の複数
のコミュニティが融合する場であるイベント空
間において新しい出会いは貴重なつながりであ

るため，イベントを支援対象とした場合には(3)
は重要である． 
以上を踏まえ，我々は複数の手法を用いてソ
ーシャルネットワークを抽出することで前述の
問題点を解決する方法を提案する．図 1 は提案
手法を図示したものである． 

 
図 1. 三種類のソーシャルネットワーク抽出  
提案手法では，初期ネットワークを Web マイ
ニングにより自動抽出する(1)．その結果は利用
者によって追加・修正が可能である(2)．またさ
らに，システムがイベント空間内での参加者間
のインタラクションを取り込むことによりソー
シャルネットワークはイベント内行動と共に更
新されていく(3)． 
ソーシャルネットワークを抽出する技術とし
てはインタビューやアンケートを用いる方法や，
近年では e-mailのやりとりや Webページのハ
イパーリンク構造を解析する手法がある． Mixi
や Orkutのような Social Networking Service
では，ユーザ自身が登録することでソーシャル
ネットワークを得ている． 
一般に，得られるソーシャルネットワークは
その抽出手法の影響を受ける[3]．つまり仮に完
璧なソーシャルネットワークというものがあっ
たとしても，それを抽出することは不可能に近
いといえる．よって，コミュニティの性質やソ
ーシャルネットワークの利用方法に応じて抽出
手法を変える必要がある．提案手法では場面に



応じて複数手法を用いているが，これはイベン
ト参加者コミュニティのような，ある一つの視
点からは全体像を掴みにくいコミュニティのソ
ーシャルネットワーク抽出においては適した手
法であると思われる． 
 
３． Polyphonet Conference 
3.1. システム概要 
我々は提案手法を用いたシステムPolyphonet 
Conference(以下，Polyphonet)を開発し，実際
のイベントにて運用した．Polyphonetはソーシ
ャルネットワークの抽出・可視化に特徴を持つ
学会支援システムである(図2)．学会のオンライ
ンプログラム機能も持っており，ユーザは会期
前や会期中でのタイムテーブルや発表詳細の確
認にも用いる事ができる． 

 
図2. 画面イメージ 

PolyphonetはWebシステムとして実装されてお
り，ユーザはWebブラウザを介してシステムにア
クセスする．一般的なPCの他にイベント会場内
に設置された情報キオスクからもアクセスでき
る(図3)． 

  
図3. 情報キオスク(左)とFeliCaカード(右) 

情報キオスクには複数台のFeliCaリーダーがつ
いており，ユーザは登録したFeliCaカードをリ
ーダーに置くことでアクセス認証無しにログイ
ンできる．また，複数人による同時ログインも
可能である． 
 

3.2. ソーシャルネットワークの抽出 
Polyphonetでは三つの手法を用いて人間関係
ネットワークを作成している．各手法で抽出し
たリンクをそれぞれWebリンク，Knowリンク，
Touchリンクと呼ぶ． 
WebリンクはWebマイニングによって自動的に
生成されたリンクである．Webマイニング手法と
しては松尾らの手法[3]を改良して用いた． 
KnowリンクはユーザがWeb上にて明示的に作
成する．ユーザはシステム内で知り合いの名前
を見つけたらKnowリンクを追加する．これはWeb
リンクでは取りきれない部分を補完する役割を
持つ．また，ユーザが明示的に作成するため認
証済のリンクともいえる． 
Touchリンクは会場内にて複数ユーザが一緒
に情報キオスクを利用することで生成される．
これはイベント空間内におけるユーザ間のイン
タラクションとして登録される． 

 
４． 学会でのシステム運用 
筆者らはPolyphonet Conferenceを国内会議
および国際会議にて運用した．図4は国際会議に
て運用結果から作成した3種類のリンクそれぞ
れのネットワーク図である．それぞれ異なる性
質のネットワークを築いていることがわかる． 

 
図 4. 三種類のソーシャルネットワーク  

 
５． まとめ 
本論文では，複数手法によるコミュニティ内
のソーシャルネットワーク抽出手法を提案，実
装し，実際に学会にて運用したシステムの運用
結果について報告を行った． 
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